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が
終
わ
ら
ず
、
何
も
知
ら
な
い
私
た
ち
の
孫
に
時
代
に
ま

で
、
そ
の
「
ツ
ケ
」
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
。
当
時
の
為

政
者
の
行
為
は
許
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
責
任

の
一
端
は
、
我
々
に
も
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
老
い
た
り

と
い
え
ど
も
今
後
の
政
治
の
動
向
に
大
い
に
関
心
を
持

ち
、
せ
め
て
も
の
行
動
と
し
て
一
票
を
厳
正
に
行
使
し
、

後
世
に
恥
じ
な
い
日
本
国
で
あ
り
た
い
と
願
っ
て
い
る
。

身
近
で
は
、
折
に
ふ
れ
東
西
に
遠
く
離
れ
て
住
む
息
子

た
ち
の
家
族
を
気
遣
い
な
が
ら
、
老
妻
に
は
相
変
わ
ら
ず

面
倒
を
か
け
つ
つ
、
互
い
に
山
ほ
ど
の
投
薬
に
安
心
を
求

め
な
が
ら
、
昨
日
は
絵
描
さ
ん
、
今
日
は
植
木
屋
さ
ん

と
、
筆
や
鋏
と
仲
良
く
し
て
い
る
昨
今
で
あ
り
ま
す
。

シ
ベ
リ
ア
回
顧
録

静
岡
県

有

川

隆

雄

一
、
終
戦
時
か
ら
収
容
ま
で

昭
和
十
七
（
一
九
四
二
）
年
十
一
月
、
逓
信
省
よ
り
関

東
軍
固
定
通
信
隊
へ
軍
属
と
し
て
従
軍
中
徴
兵
検
査
を
う

け
現
地
入
隊
。
七
七
七
部
隊
（
第
一
国
境
守
備
隊
）

二
十
年
関
東
軍
通
信
学
校
へ
入
学
転
属
、
八
月
開
戦
と

同
時
に
学
校
解
散
原
隊
復
帰
を
命
ぜ
ら
れ
、
牡
丹
江
に
向

け
列
車
移
動
中
鉄
橋
爆
破
に
よ
り
原
隊
復
帰
な
ら
ず
十
人

ほ
ど
で
歩
き
廻
り
ソ
満
国
境
名
月
湖
付
近
の
小
学
校
で
武

装
解
除
さ
れ
、
列
車
、
ト
ラ
ッ
ク
と
歩
き
を
重
ね
、
十
月

中
旬
こ
ろ
三
〇
一
収
容
所
に
入
っ
た
。

二
、
収
容
所
の
作
業

囚
人
の
収
容
所
の
あ
と
で
荒
れ
て
お
り
越
冬
準
備
作
業

（
屋
根
の
コ
バ
張
り
、
内
側
の
壁
塗
り
自
活
の
た
め
の
薪
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採
集
等
々
）
で
、
の
ち
青
年
行
動
隊
が
編
制
（
坂
本
小

隊
）
さ
れ
、
大
工
作
業
、
鉄
道
路
盤
作
業
等
。
二
十
二
年

後
半
、
大
隊
部
隊
の
変
更
あ
り
、
副
官
岡
村
（
相
田
死

去
）、
飯
島
各
氏
死
去
さ
れ
、
私
一
人
が
残
っ
て
し
ま
っ

た
。
本
当
に
残
念
で
す
。

昭
和
二
十
年
十
月
以
降
収
容
所
閉
鎖
ま
で
三
〇
一
の
み

で
抑
留
生
活
を
過
ご
し
、
最
少
の
犠
牲
者
で
復
員
で
き
た

こ
と
を
今
に
し
て
思
え
ば
ソ
連
人
を
含
め
多
く
の
人
た
ち

に
恵
ま
れ
た
こ
と
を
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

三
、
帰

国

昭
和
二
十
四
年
八
月
問
題
の
あ
っ
た
明
優
丸
で
舞
鶴
に

入
り
ま
し
た
。
戦
後
半
世
紀
を
過
ぎ
忘
れ
ら
れ
つ
つ
あ
る

現
在
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
者
の
一
人
と
し
て
思
想
信
条
に
か

か
わ
ら
ず
経
験
し
た
あ
り
の
ま
ま
の
真
実
を
語
り
継
ぐ
こ

と
が
私
た
ち
の
使
命
だ
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。
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